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(57)【要約】
　OLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補正する
ためのシステムであって、a）複数の発光素子を有するO
LEDディスプレイと；b）そのOLEDディスプレイのための
均一性補正情報が記憶されていて、そのOLEDディスプレ
イに永久的に関連づけられ、かつ、物理的に固定されて
いる不揮発性メモリと；c）上記OLEDディスプレイと上
記不揮発性メモリに接続されていて、その不揮発性メモ
リから上記情報を読み出し、入力信号を受け取り、上記
情報を利用してその入力信号を補正して補正された入力
信号を構成し、その補正された入力信号を上記OLEDディ
スプレイに送る制御装置とを備えるシステムが記載され
ている。OLEDディスプレイと、そのディスプレイに永久
的に関連づけられた不揮発性メモリとを備えるOLEDディ
スプレイ装置ユニット、ならびにOLEDディスプレイの明
るさと均一性の変動を補正する方法も記載されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　OLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補正するためのシステムであって、
　a）複数の発光素子を有するOLEDディスプレイと；
　b）該OLEDディスプレイのための均一性補正情報が記憶されていて、該OLEDディスプレ
イに永久的に関連づけられ、かつ、物理的に固定されている不揮発性メモリと；
　c）該OLEDディスプレイと該不揮発性メモリに接続されていて、該不揮発性メモリから
該情報を読み出し、入力信号を受け取り、該情報を利用して該入力信号を補正して補正さ
れた入力信号を構成し、該補正された入力信号を該OLEDディスプレイに送信する制御装置
と
　を備えるシステム。
【請求項２】
　上記OLEDディスプレイが基板を備えており、上記複数の発光素子が該基板上に形成され
、かつ、該基板上に配置された電極を通じて電気的に接続されており、さらに上記不揮発
性メモリが別の基板上に形成されている、請求項1に記載のシステム。
【請求項３】
　上記制御装置から上記OLEDディスプレイに上記補正された入力信号を送信するための導
電体を内部に含むケーブルをさらに備えていて、上記不揮発性メモリが該ケーブルに固定
されている、請求項2に記載のシステム。
【請求項４】
　上記ケーブルが可撓性ケーブルである、請求項3に記載のシステム。
【請求項５】
　上記不揮発性メモリが、上記OLEDディスプレイのカバーまたは上記基板に固定されてい
る、請求項2に記載のシステム。
【請求項６】
　上記OLEDディスプレイの均一性、明るさ、エイジング特性、識別、色、解像度、画素パ
ターン、材料、制御信号、ディスプレイのタイプに関する情報のうちの1つ以上が上記不
揮発性メモリに記憶されている、請求項1に記載のシステム。
【請求項７】
　上記不揮発性メモリが読み出し専用メモリ（ROM）である、請求項1に記載のシステム。
【請求項８】
　上記不揮発性メモリがプログラム可能な読み出し専用メモリ（PROM）である、請求項1
に記載のシステム。
【請求項９】
　上記不揮発性メモリが読み出し／書き込みメモリであり、上記制御装置が情報を該不揮
発性メモリに書き込む、請求項1に記載のシステム。
【請求項１０】
　上記不揮発性メモリに書き込まれた情報に、上記OLEDディスプレイの利用情報が含まれ
る、請求項9に記載のシステム。
【請求項１１】
　上記制御装置が、均一性の補正、エイジングの補償、別の表示解像度のための画像レン
ダリング、グラフィック・レンダリング技術、色補正のうちの1つ以上を実施する、請求
項1に記載のシステム。
【請求項１２】
　上記不揮発性メモリが集積回路の中に含まれていて、該集積回路が、上記補正された入
力信号に関する信号処理を行なった後にその処理済み補正入力信号を上記OLEDディスプレ
イに送る、請求項1に記載のシステム。
【請求項１３】
　上記不揮発性メモリが1回プログラムすることのできる電気的プログラム可能な読み出
し専用メモリ（OTP EPROM）である、請求項1に記載のシステム。
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【請求項１４】
　上記OLEDディスプレイが基板を備えており、上記複数の発光素子が該基板上に形成され
、かつ、該基板上に配置された電極を通じて電気的に接続されており、さらに上記不揮発
性メモリが該基板上に形成されている、請求項1に記載のシステム。
【請求項１５】
　a）複数の発光素子を有するOLEDディスプレイと；
　b）該OLEDディスプレイの該複数の発光素子のための均一性補正情報が記憶されていて
、該OLEDディスプレイに永久的に関連づけられ、かつ、物理的に固定されている不揮発性
メモリと
を備えるOLEDディスプレイ装置。
【請求項１６】
　上記OLEDディスプレイが基板を備えており、上記複数の発光素子が該基板上に形成され
、かつ、該基板上に配置された電極を通じて電気的に接続されており、さらに上記不揮発
性メモリが別の基板上に形成されている、請求項15に記載のデバイス。
【請求項１７】
　導電体を内部に含むケーブルをさらに備えていて、上記不揮発性メモリが該ケーブルに
固定されている、請求項16に記載のデバイス。
【請求項１８】
　上記ケーブルが可撓性ケーブルである、請求項17に記載のデバイス。
【請求項１９】
　上記不揮発性メモリが、上記OLEDディスプレイのカバーまたは上記基板に固定されてい
る、請求項16に記載のデバイス。
【請求項２０】
　上記OLEDディスプレイの均一性、明るさ、エイジング特性、識別、色、解像度、画素パ
ターン、材料、制御信号、ディスプレイのタイプに関する情報のうちの1つ以上が上記不
揮発性メモリに記憶されている、請求項15に記載のデバイス。
【請求項２１】
　上記不揮発性メモリが読み出し専用メモリ（ROM）である、請求項15に記載のデバイス
。
【請求項２２】
　上記不揮発性メモリがプログラム可能な読み出し専用メモリ（PROM）である、請求項15
に記載のデバイス。
【請求項２３】
　上記不揮発性メモリが読み出し／書き込みメモリである、請求項15に記載のデバイス。
【請求項２４】
　上記不揮発性メモリに書き込まれた情報に、上記OLEDディスプレイの利用情報が含まれ
る、請求項23に記載のデバイス。
【請求項２５】
　上記不揮発性メモリが1回プログラムすることのできる電気的プログラム可能な読み出
し専用メモリ（OTP EPROM）である、請求項15に記載のデバイス。
【請求項２６】
　上記OLEDディスプレイが基板を備えており、上記複数の発光素子が該基板上に形成され
、かつ、該基板上に配置された電極を通じて電気的に接続されており、さらに上記不揮発
性メモリが該基板上に形成されている、請求項15に記載のデバイス。
【請求項２７】
　OLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補正するための方法であって、
　a）複数の発光素子を有するOLEDディスプレイを用意するステップと；
　b）該OLEDディスプレイに関連づけられた不揮発性メモリを用意するステップと；
　c）該OLEDディスプレイの属性情報を上記不揮発性メモリに記憶させるステップと；
　d）上記不揮発性メモリを上記OLEDディスプレイに対して永久的に関連づけ、かつ、物
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理的に固定するステップと；
　e）OLEDディスプレイの上記属性情報を上記不揮発性メモリから読み出して制御装置に
送るステップと；
　f）OLEDディスプレイの上記属性情報を利用して入力信号を補正し、補正された入力信
号を構成するステップと；
　g）その補正された入力信号を上記OLEDディスプレイに表示するステップを含む方法。
【請求項２８】
　上記OLEDディスプレイの利用情報を上記不揮発性メモリに書き込むステップをさらに含
む、請求項27に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の発光素子を備えるOLEDディスプレイに関するものであり、より詳細に
は、OLEDディスプレイの不均一性の補正に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（OLED）が数年前から知られており、最近は市販のディスプレイ装
置で利用されている。このような装置は、アクティブ-マトリックス制御方式とパッシブ-
マトリックス制御方式の両方を利用しており、複数の画素（それぞれが1個以上の発光素
子を備えている）を用いることができる。画素は一般に2次元アレイに配置されていて、
各画素には行と列のアドレスがある。そして各画素にはデータ値が付随している。しかし
このようなディスプレイにはさまざまな欠点があるため、ディスプレイの品質が制限され
る。特に、OLEDディスプレイには画素が不均一であるという問題がある。不均一性は、デ
ィスプレイの発光材料が原因である可能性があり、アクティブ・マトリックス・ディスプ
レイでは、発光素子の駆動に用いる薄膜トランジスタの変動も原因である可能性がある。
【０００３】
　ディスプレイ制御装置を用いてディスプレイの不均一性を補正するいろいろな方法が提
案されてきた。例えば2004年3月18日に公開されたKnappらによる「エレクトロルミネッセ
ンス・ディスプレイ装置」という名称のWO 04/023446 A1には、ディスプレイの不均一性
を小さくするため、エレクトロルミネッセンス・ディスプレイ装置に送られる信号を制御
する信号処理装置を備えるアクティブ-マトリックス式エレクトロルミネッセンス・ディ
スプレイ装置が記載されている。一般に、このような方法にはディスプレイの不均一性を
測定する何らかの較正ステップが含まれており、その測定からの情報がディスプレイの制
御装置に記憶されて入力信号を補正するのに利用される。次に、補正された入力信号がデ
ィスプレイに供給される。図3を参照すると、制御装置22がディスプレイ10を制御してお
り、この制御装置22は補正回路30を備えていることがわかる。入力信号32は制御装置30に
よって補正されて補正された入力信号34となり、ディスプレイ10に供給される。
【０００４】
　このような補正法の別の例として、2000年6月27日に付与されたSalamによる「マッチし
た固体画素を備えるマトリックス・ディスプレイ」という名称のアメリカ合衆国特許第6,
081,073号、2002年7月2日に付与されたShenらの「ディスプレイ装置を較正し、時間経過
に伴うその効率低下を自動的に補償する方法と装置」という名称のアメリカ合衆国特許第
6,414,661 B1号、2002年10月29日に付与されたFanによる「個々の画素を較正することに
よって有機発光ディスプレイの表示の均一性を向上させる方法」という名称のアメリカ合
衆国特許第6,473,065 B1号、2002年3月14日に公開されたHackらによる「均一なアクティ
ブ・マトリックスOLEDディスプレイ」という名称のアメリカ合衆国特許公開2002/0030647
などがある。しかしこれらの設計では、補正回路30に供給される補正情報を有する制御装
置22を対応するディスプレイに永久的に関連づけねばならい。製造時にディスプレイ10が
較正してあったとしても、ディスプレイ10は、較正情報とそれに付随するあらゆる補正情
報を含む制御装置22と合わせて販売せねばならない。これは問題である。なぜなら、制御



(5) JP 2008-507729 A 2008.3.13

10

20

30

40

50

装置は一般に製品の一部として製造され、最終組立までディスプレイと関係づけられるこ
とがないからである。あるいは製品を組み立てた後にディスプレイを較正し、制御装置に
較正情報と補正情報を組み込むことができよう。この方法は、組み立てる人または購入者
が較正を行なわねばならないという点でより問題である。
【０００５】
　均一性を補正する別の手段は、いわゆる“ガラス上のシステム”である。この方法では
、処理回路をディスプレイと同じ基板上に用意する。例えば2003年2月6日に公開された「
薄膜トランジスタ・デバイスとその製造方法」という名称のアメリカ合衆国特許出願公開
2003/0025127A1を参照のこと。同様に、2002年12月31日に付与されたFeldmanによる「劣
化補正回路を備えるディスプレイ」という名称のアメリカ合衆国特許第6,501,230号には
、ディスプレイのガラス基板と一体化した回路が記載されている。しかし薄膜回路を利用
してガラス基板上に高性能の処理回路または複雑な処理回路を製造することは難しい。こ
のような方法では製造収率が低下し、ディスプレイ・パネルのコストが上昇する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、これらの問題点が解決された、OLEDディスプレイの均一性を補正するため
の改善されたシステムと方法が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施態様は、OLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補正するためのシ
ステムであって、
　a）複数の発光素子を有するOLEDディスプレイと；
　b）該OLEDディスプレイのための均一性補正情報が記憶されていて、該OLEDディスプレ
イに永久的に関連づけられ、かつ、物理的に固定されている不揮発性メモリと；
　c）該OLEDディスプレイと該不揮発性メモリに接続されていて、該不揮発性メモリから
該情報を読み出し、入力信号を受け取り、該情報を利用して該入力信号を補正して補正さ
れた入力信号を構成し、該補正された入力信号を該OLEDディスプレイに送信する制御装置
とを備えるシステムに関する。
【０００８】
　本発明の別の実施態様は、OLEDディスプレイと、永久的に関連づけられた不揮発性メモ
リとを備えるOLEDディスプレイ装置、及びOLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補
正する方法に関する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、均一性を向上させ、製造コストを低下させ、OLEDディスプレイを使用する際
の柔軟性を向上させるという利点を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、OLEDディスプレイの明るさと均一性の変動を補正するためのシステムであっ
て、複数の発光素子を有するOLEDディスプレイと；均一性補正情報が記憶されていて、そ
のOLEDディスプレイに永久的に関連づけられ、かつ、物理的に固定されている不揮発性メ
モリと；OLEDディスプレイと不揮発性メモリに接続されていて、その不揮発性メモリから
上記情報を読み出し、入力信号を受け取り、上記情報を利用してその入力信号を補正して
補正された入力信号を構成し、その補正された入力信号を上記OLEDディスプレイに送信す
る制御装置とを備えるシステムに関する。一実施態様によれば、OLEDディスプレイは基板
を備えることができ、複数の発光素子がその基板上に形成され、かつ、その基板上に配置
された電極を通じて電気的に接続され、さらに不揮発性メモリは別の基板上に形成するこ
とができる。あるいは不揮発性メモリは、同じ基板上に形成してもよい。別の基板上に不
揮発性メモリを形成すると、収率が向上し、コストが低下し、ディスプレイの物理的サイ
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ズが小さくなるという利点がある。他方、共通の基板を使用すると、素子の数が少なくな
る。共通の基板にする設計は、本発明の不揮発性メモリ回路がより小さく、より簡単にな
るという点で、ディスプレイと同じ基板上に処理回路が含まれている従来の“ガラス上の
システム”という設計よりも優れている。
【００１１】
　図1を参照すると、OLEDディスプレイ10は、基板12と、その基板12の上に位置する電極1
4を通じて接続される複数の発光素子13を備えていることがわかる。均一性補正情報が内
部に記憶された不揮発性メモリ20が別の基板の上に形成されている。その不揮発性メモリ
20は、OLEDディスプレイ10に永久的にが関連づけられた状態でそのディスプレイに物理的
に接続されている。制御装置22がOLEDディスプレイ10と不揮発性メモリ20に接続されてい
て、不揮発性メモリ20から情報を読み出し、入力信号を受け取り、その情報を利用して入
力信号を補正して補正された入力信号を形成し、その補正された入力信号をOLEDディスプ
レイ10に送る。電極14は、基板12に（例えばハンダ付けによって）永久的に固定された信
号ケーブル16を通じ、不揮発性メモリ20を備える集積回路に接続されている。ケーブル16
はさらに、外部プリント回路板24を通じて制御装置22に接続されている。ケーブルは、OL
EDディスプレイ10と不揮発性メモリ20と制御装置22の間で信号をやり取りするための1本
以上の電線を備える従来の可撓性ワイヤー・ケーブルにすることができる。不揮発性メモ
リ20を可撓性ワイヤー・ケーブル16に固定・接続するための手段は、可撓性ワイヤー・ケ
ーブル16をプリント回路板24に接続する手段（例えばソケット式コネクタ）やOLEDディス
プレイ10に接続する手段（例えばハンダ付けによる）と同様、エレクトロニクス製造技術
でよく知られている（例えば接着剤）。プリント回路板24は、ある用途に役立つ追加のエ
レクトロニクス素子26を備えることができる。
【００１２】
　図2を参照すると、OLEDディスプレイ10と不揮発性メモリ20が関連づけられ、OLEDディ
スプレイ装置ユニット11として1つにまとめられていることがわかる。不揮発性メモリ20
は、図1に示したように接続ケーブルに物理的に固定すること、またはOLEDディスプレイ
の共通する基板上に形成することができる。不揮発性メモリ20をOLEDディスプレイに永久
的に関連づけておく別の手段は、例えば、不揮発性メモリ20をOLEDディスプレイの基板12
またはカバー（図示せず）に固定することである。制御装置22は不揮発性メモリ20に対し
て取外し可能に接続されており、信号と、不揮発性メモリ20から情報を読み出すための制
御回路とを備えている。電気の分野で知られているように。不揮発性メモリは、電力をオ
フにしたときに記憶されている情報が消えないメモリである。不揮発性メモリ20は、読み
出し専用メモリ（ROM）にするとよい。それは例えばプログラム可能な読み出し専用メモ
リ（PROM）であり、1回プログラムすることのできる電気的プログラム可能な読み出し専
用メモリ（OTP EPROM）や、不揮発性情報の読み出しと書き込みの両方に使用できる電気
的消去可能なプログラム可能な読み出し専用メモリ（EEPROM）などがある。このようなメ
モリ・デバイスのための信号と制御法はエレクトロニクス産業で非常によく知られている
。制御装置22には、入力信号32を受け取り、補正回路30を利用してその入力信号32を補正
して補正された入力信号34を形成し、その補正された入力信号34をOLEDディスプレイ10に
供給するための回路も含まれている。
【００１３】
　ここで図4を参照する。まず最初に、OLEDディスプレイ10と不揮発性メモリ20を、OLED
産業で知られている方法を利用して製造する108。製造プロセスに変動があるため、OLED
ディスプレイ10には不均一な発光素子13が含まれる傾向がある。光出力とOLEDディスプレ
イ10の均一性を測定することによってディスプレイを調べ110、その測定結果を用いて補
正を計算し112、OLEDディスプレイ10の不均一性を減らす。補正は、不揮発性メモリ20の
中にあるルック-アップ表に記憶させることができる114。このメモリは、ディスプレイに
永久的に関連づけた状態でそのディスプレイに固定することができる。OLEDディスプレイ
10の制御装置22は、独立に製造することができる116。
【００１４】
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　OLEDディスプレイ10と、永久的に関連づけられた不揮発性メモリ20とをディスプレイ装
置ユニット11として販売することができよう。購入者は、制御装置22を別に購入すること
もできる。OLEDディスプレイ10、不揮発性メモリ20、制御装置22が一体化されて1つの製
品にされる。動作中は、制御装置22が不揮発性メモリ20から情報を読み出す118。不揮発
性メモリ20からの情報を利用し、補正回路30に補正値が供給される。入力信号32が制御装
置22に入力される120。補正回路30は、不揮発性メモリ20から供給された情報を利用して
入力信号32を補正し122、補正された入力信号34を形成する。その補正された入力信号34
がOLEDディスプレイ10に送られ124、表示される126。図5aと図5bには、不均一な発光素子
を備えるフラット・フィールドOLEDディスプレイを例示してある。図5aは、均一性を補正
する前40であり、図5bは、輝度の均一性補正を適用した後42である。
【００１５】
　不揮発性メモリ20に記憶される情報として、OLEDディスプレイの各画素の各発光素子か
らの光出力の記録などが挙げられる。不揮発性メモリ20には、OLEDディスプレイ全体の明
るさ情報、OLEDディスプレイ10とそれに付随するメモリ20からなる組立体の識別子も含め
ることができる。追加情報（例えばサイズ、タイプ、劣化特性、解像度、色、画素パター
ン、材質、制御信号、ディスプレイのタイプに関する情報）を不揮発性メモリ20に記憶さ
せることができる。従来技術で知られているように、OLEDデバイスは劣化する傾向があり
、OLEDを使用しているうちに光出力が低下する。別の一実施態様では、不揮発性メモリは
読み出し／書き込みメモリ（例えばEEPROM）であり、制御装置22が不揮発性メモリ20に情
報（例えばOLEDディスプレイの使用記録）を新たに書き込む。制御装置22は、この使用記
録を利用して劣化補償情報を補正回路30に供給することができる。さらに別の一実施態様
では、不揮発性メモリ20が集積回路の中に含まれていて、その集積回路が、補正された入
力信号34を処理した後にOLEDディスプレイ10に送る操作も実行する。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施態様は、OLEDディスプレイ10とそのディスプレイに関連づけら
れた不揮発性メモリ20が別々に製造され、しかも収率がかなり向上するという利点を有す
る。さらに、不揮発性メモリ20は、特にOLEDディスプレイ10と比較して非常に単純で低コ
ストである。不揮発性メモリ20とOLEDディスプレイ10を一体化することは、確実かつ低コ
ストの製造法である。
【００１７】
　制御装置22はかなりインテリジェントな制御装置であり、一般に実践されているように
、独立した集積回路にすることができる。このような回路はよく知られており、制御装置
に補正回路を組み込むには、従来の集積回路製造技術に頼ることになる。OLEDディスプレ
イと不揮発性メモリからなるユニット11は、その最初のユニットがもはや十分に機能しな
くなった場合に別のユニット11で置き換えることができる。したがって本発明により、OL
EDディスプレイの特性に関係なく、時間が経過したときにデバイスの性能を向上させるこ
とが可能になる。ここに説明したようなインテリジェントな制御装置は、単純に新しい情
報を不揮発性メモリ20から読み出し、補正回路をその新しい情報に適合させる。この適合
操作には、均一性の補正、劣化の補償、別の表示解像度のための画像レンダリング、グラ
フィック・レンダリング技術、他の多くの画像補正操作（例えば色補正）などが含まれる
。
【００１８】
　OLEDディスプレイの均一性を測定する多彩な方法が従来技術で知られており、その方法
を利用して、本発明のシステム内にある不揮発性メモリに記憶された均一性補正情報を提
供することができる。例えばアメリカ合衆国特許第6,414,661 B1号には、ディスプレイの
全有機発光素子の表示特性を測定し、対応する有機発光素子の表示特性の測定値からそれ
ぞれの有機発光素子のための較正パラメータを得ることが記載されている。記載されてい
る方法により、今度は光検出器を用いて各画素に関する情報が得られる。本発明によるシ
ステムの不揮発性メモリに記憶された均一性補正情報を提供するのに使用できる別の均一
性測定法が、2004年6月1日に出願されて譲受人に譲渡された係属中のアメリカ合衆国特許
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いる多数の方法で実現することができる。本発明のシステムで利用できる別の補正回路は
、2004年6月16日に出願されて譲受人に譲渡された係属中のアメリカ合衆国特許出願シリ
アル番号第10/869,009号に記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施態様の斜視図である。
【図２】本発明の一実施態様の概略図である。
【図３】均一性を補償するための従来の設計図である。
【図４】本発明の方法を示すフローチャートである。
【図５】本発明の均一性補正がある場合とない場合のOLEDデバイスの写真である。
【符号の説明】
【００２０】
　10　　OLEDディスプレイ
　11　　OLEDディスプレイ装置ユニット
　12　　基板
　13　　発光素子
　14　　電極
　16　　ケーブル
　18　　コネクタ
　20　　不揮発性メモリ
　22　　制御装置
　24　　プリント回路板
　26　　集積回路
　30　　補正回路
　32　　入力信号
　34　　補正された入力信号
　40　　補正されていないOLEDディスプレイ
　42　　補正されたOLEDディスプレイ
　108　　ディスプレイを製造するステップ
　110　　ディスプレイを調べるステップ
　112　　補正を計算するステップ
　114　　補正を記憶させるステップ
　116　　制御装置を製造するステップ
　118　　補正を読み出すステップ
　120　　信号を入力するステップ
　122　　信号を補正するステップ
　124　　補正された信号を出力するステップ
　126　　補正された信号を表示するステップ
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